
14 1st 16
15 2nd 15
5 3rd 24
5 4th 26
. OT

№ Pｌ-in ２P ３P FT PTS Fouls № Pｌ-in ２P ３P FT PTS Fouls

4 CAP × 3 2 8 2 4 CAP × 3 2 12 1
5 × 2 4 3 5
6 × 4 1 1 12 2 6
7 × 6 12 4 7 × 20 1 41 1
8 ／ 1 3 8 × 8 1 17 2
9 × 1 9 ／
10 ／ 10
11 11 ／
12 12 × 4 1 9 2
13 13
14 14
15 15
16 16 × 1 2 4
- 17
- 18

コーチ コーチ

15 2 3 36 2 3
30 6 3 39 12 72 6 3 81 10

2 3 1 39 2 3 1 81
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　※　　×：スターター　／：交代選手　PTS：ﾎﾟｲﾝﾄ　3P：3Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　2P：2Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　FT：ﾌﾘｰｽﾛｰ　Fouls：ﾌｧｳﾙ　＊印はエントリー変更
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 第１ピリオド、互いにハーフコートマンツーマン・ディフェンスでスタート。盛岡白百合が硬さがとれずシュートが入らないう

ちに、山形第六は＃７加藤を起点に３連続ゴール。盛岡白百合はタイムアウトで落ち着かせ、＃４金澤の３ポイントシュー

トなどで同点とする。山形第六がリバウンドから速い展開で得点を重ねるのに対し、盛岡白百合は＃７熊谷のゴール下

等で得点し、１４－１６で盛岡白百合のリードで終了。 

 第２ピリオドは盛岡白百合のディフェンスは変わらず、山形第六は１－２－１－１のプレスを交えたハーフコート２－１－

２のゾーンディフェンスに変更。盛岡白百合は＃４金澤＃１２千葉の外角シュートが決まり、５点差となったところでタイム

アウト。これに盛岡白百合はオールコートマンツーマン・ディフェンスをしかける。しかし山形第六は落ち着いてボールを

運び、＃６茂木の連続ゴールなどで２５－２３と逆転。一進一退の展開から、終了間際盛岡白百合＃７熊谷のリバウンド

シュートが連続で決まり３１－２９と盛岡白百合のリードで前半を終える。 

 第３ピリオド、山形第六はゾーンディフェンスを継続、盛岡白百合はオールコートマンツーマン・ディフェンスを交え、プ

レッシャーを強める。ボールを奪うと速い展開から＃４金澤、＃１６川村のシュート、＃７熊谷のリバウンドシュートで開始

２分で３９－２９とする。山形第六はたまらずタイムアウトを取るが、勢いは止められない。山形第六＃７加藤＃６茂木の

シュートが散発的に入るが、オフェンスリバウンドを支配され、盛岡白百合が５５－３４と一気に突き放した。 

 第４ピリオド、両チームともハーフコートマンツーマン・ディフェンスでスタート。動きが鈍った山形第六に対し、盛岡白百

合はリバウンドから速攻が決まり５連続ゴール。一気に３０点差とする。山形第六はタイムアウトで立て直そうとするが止

められない。盛岡白百合＃７熊谷の８連続ゴールなどで突き放す。山形第六は最後まであきらめずに戦い、＃８荒井の３

ポイントシュートで一矢報いるも、運動量の落ちない盛岡白百合の前に力尽きた。８１－３９の最終スコアで、盛岡白百合

は１２年ぶり２度目の優勝を決めた。両チームの全国大会での活躍を期待したい。 


